
令和7年

担当者 兼本　早智恵 電話番号

１ 開催日時 令和 7年 3月 27日　

２ 開催場所

※ 開催方式

３ 出席者

たんぽぽ職員

４ 活動状況報告

５ 活動状況に関する評価

６ 主な要望、助言.感想、質問等

①
②
③

７
①

②

③

８ その他特記事項
①
②
③

(共通様式2）

運営推進会議等開催報告書

3月　28日

事業所名 内子町老人デイサービスセンターたんぽぽ

（0893）　44-5665

内子町老人デイサービスセンターたんぽぽ　居室

会議方式

2　人 （地域住民の代表者）
（サービスに知見を有する者分野）

兼本早智恵
山田一香

4　人 城戸和也
上堂瑞季

①令和6年度下半期　利用者の状況・サービス提供の状況等②サービスの評価・要望・助言③その他

全員より承諾を得る。

利用者数の減少が見られる。何が原因か。
地域へたんぽぽをもっとPRすることはできないか。
ノーリフティングケア普及啓発事業について、どういった事業なのか。

要望、助言、感想、質問に対する考え方

入所、入院、死去等が特に寒くなる時期に増加する。また、毎日利用していた方が退所することにより、
大幅な減少となる。令和7年4月から、新規の利用が増える予定。利用者数増加を期待している。
たんぽぽの広報誌を用いて、各事業所にはPRを行っている。地域への発信は乏しい為、今後
検討していきたい。
「ノーリフティングケア」、「トータルセーフティケア」について担当職員より説明する。
利用者、介護者共に「安心・安全な介護」の実現に向けた取り組み。

（管理責任者）

令和7年4月～利用者数増見込み。
広報誌を用いた幅広いPR活動の実施の検討。
機材や福祉用具に頼らない「安心・安全な介護」の提供を目標として定める。


